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定例会
平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て

会
津
坂
下
町
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に

よ
り
議
決
し
た
議
案
の
一
部
で
あ
る
、

建
設
場
所
を
変
更
す
る
議
案
（
議
案
第

33
号
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
新
庁
舎
の
建
設
場
所

役
場
新
庁
舎
の
建
設
場
所

現
本
庁
舎
・
北
庁
舎
、
東
分
庁
舎

及
び
東
駐
車
場
用
地

　
　
　
⬇

現
本
庁
舎
・
北
庁
舎
・
東
分
庁
舎
・

東
駐
車
場
用
地
、
又
は
そ
の
他
の

候
補
地

町
で
は
こ
れ
に
よ
り
、
建
設
場
所
と

し
て
真
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
つ
い
て
、

改
め
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
も
比
較
・

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

６
月
６
日
の
本
会
議
で
は
、
町
か
ら

の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、こ
の
件
は「
よ

り
慎
重
な
審
議
が
必
要
」
と
の
見
解
に

よ
り
、
議
案
第
33
号
を
議
員
全
員
で
構

成
さ
れ
る
新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で

は
、
町
に
対
し
こ
の
議
案
に
対
す
る
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
委
員

そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
述
べ
、
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
結
果
を
受
け
、
６
月
14

日
の
本
会
議
で
討
論
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
多
数
で

こ
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
意
見
、
及
び
討
論
の
内

容
は
次
の
ペ
ー
ジ
通
り
で
す
。

令
和
６
年　
第
２
回
定
例
会

町
民
に
寄
り
添
い

　
　
　
　
共
に
前
進

　
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

令
和
６
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
（
木
）
～
６
月
14
日

（
金
）
の
９
日
間
開
催
し
ま
し
た
。

改
選
後
初
め
て
の
定
例
会
と
な
っ
た
今
回
は
、
１
日
目
は
提
出

議
案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
議
案
第
33
号
を
新
庁
舎
建
設
検
討
特
別

委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。

２
日
目
・
３
日
目
は
合
わ
せ
て
10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
他
常
任
委
員
会
、
各
特
別
委
員
会
で
の
審
議
が
行
わ
れ
、

最
終
日
は
議
案
の
審
議
等
を
し
ま
し
た
。

議案審議の流れ

６月６日
　町から議案について提案理由の説明を受ける。
　議会としては、「委員会で慎重に審議すべき」議案であ
るとして付託。

６月14日
　討論・採決を行う。
　議長を除く13名で採決の結果、賛成10・反対３で可決

本会議本会議

付託

結果を報告

６月12日
　議案に対する質疑の後、委員それぞれの意見を聴く。
　委員長を除く13 名で採決を行った結果、賛成９・反対
４で委員会として可決となった。

新庁舎建設検討特別委員会新庁舎建設検討特別委員会

本会議本会議

〜
新
庁
舎
建
設
場
所
再
検
討
へ
〜※付託とは、議案の

審査を適する委員
会に任せること
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議
決
を
受
け
た
土
地
の
適

否
の
検
討
を
行
わ
ず
、
議
案

を
提
出
す
る
と
い
う
執
行
能

力
を
疑
う
。

19
文
字
の
議
決
内
容
の
本
質
を
変
更

す
る
の
は
、
議
決
の
根
幹
を
変
更
す
る

も
の
で
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。議

案
の
提
出
の
順
序
と
し
て
、
議
決

さ
れ
た
議
案
の
廃
止
、
あ
る
い
は
効
力

を
消
滅
す
る
議
案
を
議
決
し
て
、
議
決

さ
れ
た
議
案
の
提
案
以
前
の
状
態
に
リ

セ
ッ
ト
す
べ
き
で
、
こ
の
手
続
き
に
よ

ら
な
い
議
案
そ
の
も
の
に
瑕
疵
が
あ
り
、

反
対
す
る
。�

五
十
嵐
一
夫 

議
員

今
回
の
変
更
は
、
新
庁
舎

建
設
問
題
に
関
し
て
、
混
乱

し
、
硬
直
し
た
状
況
を
打
破

し
、
正
常
な
議
論
を
取
り
戻

す
た
め
の
第
一
歩
で
あ
り
、
会
津
坂
下

町
の
未
来
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
で
あ

る
と
評
価
し
賛
成
す
る
。

�
髙
久　
敏
明 

議
員

建
設
延
期
か
ら
６
年
が
経

過
し
た
。
今
も
財
政
は
潤
沢

で
は
な
く
、
町
民
の
多
く
は

「
財
政
が
厳
し
い
」
と
の
認

識
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
現
庁
舎
の
危

険
な
状
態
は
猶
予
が
で
き
な
い
の
も
事

実
で
あ
る
。

不
便
は
承
知
し
つ
つ
、
旧
坂
下
高
校

の
活
用
な
ど
も
視
野
に
い
れ
、
様
々
な

観
点
か
ら
検
討
し
な
お
す
必
要
が
あ
る
。

何
年
も
前
の
議
決
に
こ
だ
わ
り
、
町
民

の
最
善
の
利
益
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

�

小
畑　
博
司 

議
員

「
現
本
庁
舎
・
北
庁
舎
・

東
分
庁
舎
及
び
東
駐
車
場
用

地
」
を
否
定
す
る
こ
と
で
は

な
く
、
議
論
を
深
め
る
た
め

に
必
要
な
手
順
と
し
て
こ
の
議
案
が
提

出
さ
れ
た
、
と
私
は
認
識
し
て
い
る
。

速
や
か
に
し
か
る
べ
き
プ
ロ
セ
ス
で

議
論
を
深
め
、
町
民
に
と
っ
て
の
理
想

的
な
庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

 

佐
藤　
宗
太 

議
員

・
難
し
い
問
題
だ
が
、
正
常
な
議
論
に

戻
す
に
は
最
善
の
策
と
考
え
る
。

・
議
決
し
て
か
ら
時
間
も
経
っ
て
い
る
。

住
民
の
意
見
が
変
わ
っ
て
い
る
の
も

分
か
る
。
今
後
町
か
ら
出
て
く
る
、

こ
の
場
も
含
め
た
案
に
期
待
す
る
。

・
一
度
議
論
を
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
と
い

う
の
は
い
い
と
思
う
。

・
こ
の
議
案
は
現
有
地
を
否
定
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

・
以
前
と
比
べ
選
択
肢
も
増
え
た
。
見

直
し
を
求
め
る
町
民
の
希
望
も
あ
っ

た
。
令
和
４
年
の
請
願
の
賛
成
多
数

の
意
思
が
よ
う
や
く
叶
っ
た
。

・
町
民
へ
の
疑
惑
を
晴
ら
す
こ
と
は
必

要
。
こ
の
議
案
は
継
続
審
議
と
し
、

色
々
説
明
し
な
が
ら
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

・
議
決
し
た
も
の
を
一
部
変
更
し
て
い

い
の
か
。
元
の
議
案
を
無
く
す
と
い

う
議
案
で
な
く
て
い
い
の
か
。

・
議
論
を
前
に
進
め
る
べ
き
。

・
議
案
に
町
民
の
意
思
が
見
え
な
い
の

で
継
続
審
議
を
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

・
こ
の
よ
う
な
議
決
の
変
更
も
今
ま
で

な
い
。
そ
の
他
の
候
補
地
と
い
う
が
、

厚
生
病
院
跡
地
だ
と
思
う
。

・
住
民
の
幸
せ
の
た
め
に
早
急
に
進
め

て
い
く
べ
き
。
今
後
は
更
に
煮
詰

ま
っ
た
議
論
を
す
べ
き
だ
ろ
う
。

・
議
案
が
通
れ
ば
、
町
民
は
場
所
が
変

更
に
な
る
と
思
う
の
で
は
な
い
か
。

議
会
と
し
て
、
町
民
の
声
を
聞
き
、

説
明
す
る
時
間
が
必
要
。

・
今
後
、
町
民
が
納
得
す
る
プ
ロ
セ
ス

で
決
め
て
い
き
た
い
。
我
々
も
様
々

な
説
明
を
聞
き
、
判
断
す
る
こ
と
が

必
要
。

・
審
議
が
遅
れ
れ
ば
、
現
庁
舎
は
危

険
。
審
議
を
進
め
な
け
れ
ば
。

・
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ
て
も
町
民

か
ら
の
意
見
は
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

我
々
は
そ
れ
を
受
け
止
め
る
覚
悟
が

必
要
。

委
員
会
で
の
主
な
意
見

討
論
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

同意第２号
固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 議 

長

議案第 31 号　
会津坂下町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長

議案第 33 号　
会津坂下町役場新庁舎の建設場所についての
議決内容の一部変更について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 議 

長

議案第 35 号　
令和６年度会津坂下町国民健康保特別会計
補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長

請願第４号　
国に対し「学校給食費無償化を実施することを
求める意見書」提出についての請願

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ 議 

長

請願第５号　
県に対し「学校給食費無償化を実施することを
求める意見書」提出についての請願

× ○ ○ × ○ ○ × × × ○ ○ × × 議 

長

発議第５号　
学校給食費無償化を実施することを求める意
見書の提出について

× ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 退 

席 × ○ × ○ 議 

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。��○：賛成��×：反対　（※退席：体調不良により）　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

請願の結果
件　　名 請　願　者 紹介議員 結 果

第２号 地方財政の充実・強化を求める
意見書提出請願書

日本労働組合総連合会福島県連合会
両沼地区連合会
議 長　檜山　洋明

小畑　博司 採択

第３号

「国の『被災児童生徒就学支援等
事業』の継続と、被災児童生徒
の十分な就学支援を求める意見
書」の提出を求める請願書

福島県教職員組合
中央執行委員長　瀬戸　禎子
福島県教職員組合両沼支部
支部長　　　　　星　　和雄

横山　智代 採択

第４号
国に対し「学校給食費無償化を実
施することを求める意見書」提出
についての請願（詳細は P5） 福島県学校給食費の無償化を

求める会　
代表　井上　裕子  ・  小川　憲二

横山　智代

採択

第５号
県に対し「学校給食費無償化を
実施することを求める意見書」
提出についての請願

不採択

第６号

訪問介護基本報酬の引き下げを
撤回し、介護保険料・利用料の
軽減と、基本報酬の抜本的な引
き上げを求める請願に付いて

会津の大地と健康を守る会　　　　
代表　千葉　親子 佐藤　宗太 採択
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請願第５号請願第５号

請願第４号請願第４号 討論
若者の賃金は長年にわたって物
価の上昇に追いつかず、先進国で
も最低になってしまった。給食費

の負担を軽くして欲しいのは当然ではないか。
� 小畑　博司 議員

【文教厚生常任委員会】
常任委員会で審議し、委員長を除く委
員６名で採決をした結果、賛成２人、反
対４人で「不採択」となりました。

【本会議】
議長を除く13名で採決した結果、賛

成８人、反対５人となり、「採択」とな
りました。

【本会議】
請願に賛成した議員８名で意見書を作
成し、発議第５号を追加議案として提出。
賛成多数で可決されました。

【議会運営委員会】
請願が採択されたので、意見書を追加

日程とするかを協議。議員提出議案とし
て受付けることとしました。

素直な気持ちで学校給食費無償
化を訴えているものである。一部
の国民の願いであっても、願いを

届けることには賛同する。� 五十嵐一夫 議員

憲法26条の義務教育の無償は、
学校給食を無償とするものではな
い。学校給食法では経費の負担に

ついて、設置者と保護者について明記されてい
る。憲法をよりどころとしての学校給食費無償
化の訴えは、憲法解釈を誤解している。素直な
気持ちで国に訴えるのであれば理解するが、憲
法を持ち出しての学校給食費食無償化の請願に
は反対する。　� 五十嵐一夫 議員

県内の95％の自治体が何らか
の形で学校給食費の保護者負担の
軽減措置をとっている。同じ県内

に住んでいながら給食費の負担が異なる問題が
生じている。県として学校給食費無償化の実施
への請願に賛成する。� 横山　智代 議員

給食費を一律に全員無償とする
制度は、食や給食に対する関心が
薄れ、親や給食を提供してくれる

多くの人々への感謝の気持ちなど、教育という
ものの本質を見失う可能性がある。
給食費を支払うことが困難な世帯への支援

は、減免制度を適用すれば十分だと考える。
� 髙久　敏明 議員

文部科学省は、23年度の調査で、
多くの自治体が無償化または、一
部で無償化していることから、一

律無償化に向け「児童生徒間の公平感の確保な
どについて、今後検討する必要がある」とした。
私はそれを後押し、地域格差なく一律無償化す
べきと考える。� 佐藤　宗太 議員

学校給食費無償化は教育問題に
とどまらず、「経済的負担の軽減」、
「過疎対策」、「少子化対策」、「地

域の活性化」など、幅広い分野にその波及効果
と可能性を持っている。国として学校給食費無
償化実施への請願に賛成する。
� 横山　智代 議員

請願第４号　委員長報告「不採択」に対し本会議で「採択」
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本
議
案
は
２
０
２
４
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
を

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

も
と
も
と
高
す
ぎ
る
国
保

税
が
、
さ
ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

町
は
、
国
保
税
を
引
き
上
げ
な
い

努
力
や
軽
減
策
の
拡
充
を
行
う
べ

き
で
す
。�

横
山　
智
代 

議
員

会
津
坂
下
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

一
般
会
計
補
正
額

２
億
２
，
７
７
７
万
５
千
円

会
津
坂
下
町
工
場
誘
致
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員

条 例

補 正

条 例人 事
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
及

び
軽
減
判
定
所
得
を
引
き
上
げ
る
改
正
。

一
般
会
計
の
主
な
補
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
各
地
区
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
町
道
の

整
備�

４
，
１
１
０
万
円

〇
舟
渡
水
害
防
除
整
備
工
事

�

３
０
０
万
円

〇
坂
下
南
小
学
校
の
正
面
玄
関
・
通
学

路
舗
装
改
修
工
事�

２
６
０
万
円

〇
坂
下
中
学
校
図
書
室
の
空
調
機
交
換

工
事�

４
０
１
万
９
千
円

そ
の
他
会
計
の
主
な
内
容
は
、
職
員

の
人
事
異
動
に
伴
う
補
正
で
す
。

条
例
名
を
「
会
津
坂
下
町
企
業
誘
致

条
例
」
に
変
更
し
、
対
象
業
種
の
追
加

と
助
成
措
置
の
要
件
を
緩
和
す
る
改
正
。

江
花　
孝  

氏
（
青
津
）

任
期　
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
９
年
６
月
30
日

福島県自治功労者
表彰受賞

　小畑博司議員が議会議
員として長年の功績によ
り、福島県議会議長会よ
り表彰されました。

第２回定例会の開会に
先だち、議長より小畑議
員へ表彰状が渡されまし
た。

会　計 補　正　額 補正後の額

一 般 会 計 2億2,777万5千円 ⬆⬆ 81億5,424万5千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 808万9千円 ⬆⬆ 18億9,595万5千円

介 護 保 険 189万1千円 ⬇⬇ 23億9,772万9千円

後期高齢者医療 104万1千円 ⬆⬆ 2億2,338万3千円
坂 下 東 第 一 地 区
土地区画整理事業 2万4千円 ⬆⬆ 1億9,851万9千円

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 支 出 ） 392万1千円 ⬇⬇ 4億7,166万5千円

下水道事業会計
（ 収 益 的 支 出 ） 189万9千円 ⬆⬆ 5億1,204万6千円

第２回定例会も沢山の方が傍聴されました。
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間です。今定例会では10人が登壇しました。

掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広聴特別委員が校正したものです。
一般質問の映像を配信しております。また、会議録もホームページでご覧いただけます。

手続きは簡単。
受付簿に名前を書くだけ！
第３回定例会は、
令和５年度決算の
審議が行われます。

議会を傍聴してみませんか？
【令和 6 年第３回定例会日程（予定）】

９月

 ５日(木) 招 集 日
 ９日(月) 一 般 質 問
10日(火) 一 般 質 問
13日(金) 決算特別委員会
17日(火) 決算特別委員会
19日(木) 最 終 日

※日程は変更になる場合があります。※日程は変更になる場合があります。

これでいいのか！

町 政

一般質問の映像
(YouTube) 会議録

般一 質 問

朝
立
地
区
中
山
間
地
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
の
、
会
計
担
当
者
に

よ
る
不
明
瞭
会
計
処
理
。
町
の
指
導
監
督

が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
早
く
不
正

が
判
明
し
た
の
で
は
な
い
か
、
町
の
検
査

が
適
正
だ
っ
た
の
か
。

多
額
の
繰
越
金
と
通
帳
の
残
高
突
合
せ

を
な
ぜ
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。
架
空
工
事

を
見
抜
け
な
か
っ
た
の
か
。
工
事
個
所
の

確
認
を
ど
う
行
っ
た
の
か
。

集
落
協
定
が
保
管
す
べ
き
書
類
を

確
認
し
て
お
り
、
指
導
監
督
に
不

手
際
は
無
か
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
検
査
等
が
あ

れ
ば
、
よ
り
早
期
の
不
正
判
明
に
つ
な
が
っ

て
い
た
可
能
性
も
あ
り
悔
や
ま
れ
ま
す
。

地
区
が
本
来
事
業
と
し
て
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
、
１
，
６
０
０
万

円
も
の
逸
失
利
益
に
つ
い
て
ど
う
答
え
る
。

不
正
額
の
返
還
で
全
額
返
還
と
い

う
事
態
は
回
避
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に

関
わ
ら
ず
、
行
政
区
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
は
要
望
の
早
期
実
現
に
向
け
て
対
応

し
ま
す
。

猪
俣
公
章
先
生
を
讃
え
よ
う

顕
彰
会
の
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る

郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
作
曲
家

「
猪
俣
公
章
先
生
」を
た
た
え
、
記

念
碑
建
立
や
、
先
生
作
曲
の
歌
を
愛
好
者

が
歌
う
歌
謡
祭
を
定
期
的
に
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。

顕
彰
会
は
現
在
停
止
状
態
で
す
が

新
た
な
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
、

設
立
当
初
の
目
標
で
も
あ
る
記
念
碑
建

立
、
「
歌
謡
祭
」
の
開
催
等
、
と
も
に
考

え
、
実
現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

先
生
の
愛
弟
子
「
坂
本
冬
美
様
」

が
毎
年
、
先
生
が
眠
る
法
界
寺
に

墓
参
に
訪
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
先
生
の
縁

を
活
か
し
坂
本
冬
美
様
に
親
善
大
使
、
先

生
と
絡
め
た
歌
謡
祭
の
実
施
な
ど
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

ま
ず
は
関
り

を
持
つ
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
ご

家
族
、
顕
彰
会
の
協

力
を
得
な
が
ら
関
係

構
築
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

町
の
検
査
は
適
正
だ
っ
た
の
か

踏
み
込
ん
だ
検
査
不
足
、
悔
や
ま
れ
る

問問

問問

答答

答答

五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

墓所の明示がありません

補
助
金
返
還
！
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月
二
回
、
配
布
す
る
文
書
の
量
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。

町
か
ら
区
・
自
治
会
へ
配
布
す
る

文
書
に
つ
い
て
は
、
月
２
回
に
分

け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
以
前
よ
り
区

長
・
自
治
会
長
の
方
々
か
ら
配
布
回
数
や

文
書
量
の
削
減
を
求
め
る
声
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

そ
の
対
応
と
し
ま
し
て
、
単
独
で
発
行

し
て
い
た
文
書
を
定
期
発
行
の
町
広
報
紙

や
情
報
か
わ
ら
版
へ
記
事
を
ま
と
め
る
こ

と
に
よ
り
、
文
書
量
の
削
減
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

今
後
は
、
町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
電
子
媒
体
を
活
用
し
配
布

物
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

未
利
用
施
設
の
利
活
用
は

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
検
討
し
ま
す

旧
坂
下
高
校
の
施
設
は
利
用
で
き

な
い
か
。

旧
坂
下
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

県
か
ら
の
無
償
貸
与
に
よ
り
、
そ

の
維
持
管
理
を
バ
ン
ビ
ィ
に
委
託
し
、
令

和
４
年
９
月
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用

コ
ー
ト
と
し
て
活
用
し
て
お
り
ま
す
が
空

き
校
舎
の
利
活
用
は
検
討
中
で
あ
り
現
時

点
で
は
、
取
得
の
有
無
も
含
め
、
そ
の
利

活
用
方
策
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

議
員
お
質
し
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
以
外
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
利
活
用
の
可
能
性
の

あ
る
施
設
と
し
て
は
、
体
育
館・武
道
場・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
。
体
育
館

は
面
積
は
約
８
３
０
㎡
で
坂
下
南
・
東
小

学
校
、
及
び
中
学
校
の
半
分
程
度
の
広
さ

武
道
場
は
約
３
９
０
㎡
で
中
学
校
武
道
場

と
同
程
度
の
広
さ
を
有
し
て
お
り
、
利
活

用
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

急
激
な
人
口
減
少
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
・
高
度
化
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
向
上
す
る
た
め
、

行
政
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
よ
り
町
民
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
政
手
続
き

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手
続
き

が
可
能
と
な
れ
ば
、
多
く
の
住
民

の
方
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の
効
率
化
に

も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
お
り
、
導
入
に

向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
セ
ン
タ
ー
で
行
政
手

続
き
が
行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
よ
り
住

民
に
近
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
場
と
し
て
意

義
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

周
辺
自
治
体
、
各
団
体
、
民
間
企

業
等
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

業
務
の
効
率
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る今

後
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維

持
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
、
周

辺
自
治
体
、
各
団
体
、
民
間
企
業
等
と
協

力
し
、
行
政
と
民
間
が
強
み
を
生
か
し
連

携
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
状
と
町
の
見
解
を
伺
う
。

現
在
「
両
沼
地
方
町
村
会
」
で
災

害
対
応
の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

広
域
的
な
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
町
が
直
面
す
る
課
題
解
決
の
有
効
手
段

で
あ
る
市
町
村
連
携
や
産
学
官
連
携
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
向
上
さ
せ
、
住
民
満
足
度
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問

問

問

問

答

答

答

答

区
長
・
自
治
会
長
の
方
々
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
自
治
体
連
携
を
推
進
し

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す

物
もの

江
え

　政
まさ

博
ひろ

 議員

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員

この他にも配布文書が…

三春町役場に設置されていた、
住民票等が発行できる複合機

時
代
に
沿
っ
た
情
報
提
供
を

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
！

配
布
文
書
が
多
す
ぎ
る
…

人
口
減
少
・
多
様
化
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高
齢
者
・
障
が
い
者
に
優
し
い
投

票
所
の
改
善
及
び
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
が
投
票

し
や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
、
町

内
十
六
箇
所
の
投
票
所
に
お
い
て
、
段
差

を
解
消
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
、

車
い
す
の
配
置
や
車
い
す
用
記
載
台
の
配

置
に
よ
る
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
の
選
挙
ま
で
に
対
応
す
る
為
、
早
急

に
全
て
の
投
票
所
の
再
点
検
を
行
い
、
施

設
改
修
や
備
品
購
入
に
着
手
し
て
参
り
ま

す
。

未
来
の
町
消
防
団
は
ど
う
あ
る

べ
き
か

持
続
可
能
な
消
防
団
を
確
保
す
る

た
め
、
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
て
参
り
ま
す

年
間
行
事
等
の
見
直
し
と
、
団
員

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
伺
う
。

団
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

そ
の
多
く
が「
団
員
確
保
が
困
難
」「
休

日
等
の
行
事
が
負
担
」「
消
防
団
活
動
の

知
識
・
技
術
不
足
」
等
の
回
答
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
安
を
解
消
す

る
為
に
も
、
式
典
の
縮
小
と
災
害
時
に
必

要
と
さ
れ
る
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
訓
練
や
班
域
の
見
直
し
・
災
害
時
の

み
出
動
す
る
「
機
能
別
消
防
団
員
」
の
導

入
な
ど
、
出
動
し
や
す
い
体
制
を
検
討
し

消
防
団
活
動
を
維
持
し
て
参
り
ま
す
。

大
区
画
圃
場
が
皆
無
の
会
津
坂
下

町
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
く
の
か
。

作
業
の
効
率
化
や
省
力
化
を
追
求

し
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
確

立
す
る
た
め
に
は
、
基
盤
整
備
は
極
め
て

有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

大
区
画
化
実
現
の
た
め
に
、
関
係
機
関

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
連
携
を
強
化

し
、
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

町
独
自
の
導
入
支
援
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
が
本
町
農
業
を
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
産
業
と
し
て
確
立
す

る
う
え
で
、
重
要
か
つ
必
要
不
可
欠
な
手

段
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
国
県
等
の
事
業

を
活
用
し
た
導
入
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
町
独
自
の
導
入
支
援
を
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
内
に
は
、
農
業
者
同
士
が

連
携
し
、
安
価
で
使
い
易
い
ス
マ
ー
ト
農

業
機
器
を
開
発
し
た
身
近
な
事
例
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
は
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
設
し
、
坂
下

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
開

発
や
導
入
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
会
津
坂
下
町
の
米
の「
ブ
ラ
ン
ド
化
策
」

を
推
進
し
よ
う

問
我
が
町
の
Ｄ
Ｘ
を
い
か
に
推
進
す
べ
き

か

問

問

問

問

答

答

答

答

広
報
紙
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
、
移
動
式
期
日
前

投
票
所
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す

持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
確
立
を

目
指
し
ま
す

目
め

黒
ぐろ

　克
かつ

博
ひろ

 議員

五
い が ら し

十嵐正
まさ

康
やす

 議員

狭小な坂下町の水田

投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
を

投
票
率
向
上
へ
！

圃
場
の
大
区
画
化
・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
を
！

担
い
手
不
足
解
消
へ
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高
齢
者
が
運
転
免
許
返
納
し
た
後

の
移
動
手
段
に
不
安
、
不
満
が
多

く
聞
か
れ
る
。デ
マ
ン
ド
バ
ス・タ
ク
シ
ー

等
の
運
行
に
つ
い
て
町
の
見
解
を
伺
う
。

町
は
高
齢
者
に
対
す
る
バ
ス
券
の

補
助
や
、
運
転
免
許
証
の
自
主
返

納
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
助
成
券
補
助
な
ど
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
努
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

現
在
、
路
線
バ
ス
が
通
学
や
下
校
の
時

間
を
中
心
に
ダ
イ
ヤ
編
成
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
通
院
や
買
い
物
の
手
段
と
し
て

活
用
し
て
い
る
高
齢
者
に
と
っ
て
利
用
し

に
く
い
ダ
イ
ヤ
に
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
日
中
の
運
行
空
白
時
間
を
埋
め
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
事
前
予

約
に
よ
り
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
や
町

が
独
自
で
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
町
に
と
っ
て

最
適
な
手
段
を
検
討
し

な
が
ら
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
ご
み
を
飼
料
・
堆
肥
と
し
て
利
用
を

取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
「
生
ご
み
」
を
飼

料
や
堆
肥
な
ど
に
利
用
し
資
源
循

環
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

「
生
ご
み
」
を
飼
料
や
堆
肥
な
ど

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
環

境
負
担
低
減
に
大
変
意
義
の
あ
る
取
り

組
み
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、「
生
ご
み
」

の
特
性
と
し
て
の
腐
敗
し
や
す
く
保
管
で

き
な
い
こ
と
や
処
理
施
設
の
費
用
、
生
ご

み
だ
け
の
回
収
運
搬
の
方
法
、
飼
料
化
・

堆
肥
化
し
た
品
質
の
確
保
な
ど
課
題
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

と
事
業
自
体
の
採
算
性
の
確
保
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
調
査
、
研
究
を
継
続
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
自
給
率
向
上
、
食
料
増
産
へ
の
取
り
組
み
は

問「
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
」の
普
及
を

問「
食
農
教
育
」「
食
育
教
育
」を
通
じ
て

農
業
、
米
の
大
切
さ
の
発
信

問
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
の
助
成
と
「
聞

こ
え
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実
施
を

経
済
が
悪
化
し
続
け
、
貧
困
が
進

ん
で
い
る
。
生
活
保
護
は
、
日
本

に
あ
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、
憲

法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
権
利
の
一
つ
で

あ
る
。

そ
の
生
活
保
護
を
使
い
や
す
い
も
の
に

す
る
た
め
に
、
町
民
に
分
か
り
や
す
く
情

報
提
供
は
さ
れ
て
い
る
か
。

現
在
、
生
活
に
困
っ
た
際
の
相
談

窓
口
に
つ
い
て
、
特
段
の
周
知
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
や

民
生
委
員
、施
設
や
病
院
の
相
談
員
な
ど
、

関
係
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
は
、
町
の
担

当
窓
口
で
あ
る
生
活
課
社
会
福
祉
係
に
連

絡
を
い
た
だ
く
よ
う
情
報
共
有
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
以
外
に
も
、
借
金
に

関
す
る
相
談
で
あ
れ
ば
、
無
料
法
律
相
談

や
、
今
す
ぐ
に
食
べ
る
物
に
も
困
っ
て
い

る
と
い
う
相
談
で
あ
れ
ば
、
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
案
内
な
ど
、
ご
相
談
の
内
容
に
応

じ
て
利
用
で
き
る
支
援
の
提
案
を
し
て
お

り
ま
す
。

町
が
抱
え
る
課
題
は
庁
舎
問
題
だ
け

で
は
な
い

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
そ

の
他
の
施
策
に
も
注
力
し
て
ま
い

り
ま
すこ

の
町
の
抱
え
る
課
題
は
、
庁
舎

問
題
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
有
権

者
の
声
が
散
見
さ
れ
る
が
、町
の
考
え
は
。

町
が
抱
え
る
課
題
は
、
新
庁
舎
建

設
だ
け
で
な
く
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
地
域
活
動
や
産
業
に
お
け
る
担
い

手
不
足
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

な
ど
様
々
で
あ
り
、
常
に
変
化
す
る
課
題

に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
そ
の
他

の
施
策
に
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

問

問

問

問

答

答

答

答

利
用
し
や
す
い
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
体
系
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す

ご
相
談
の
内
容
に
応
じ
利
用
で
き
る

支
援
の
提
案
を
し
て
お
り
ま
す

横
よこ

山
やま

　智
ち

代
よ

 議員

五
い が ら し

十嵐孝
たか

子
こ

 議員

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
行
の
考
え
は

生
活
に
困
っ
た
時
の
相
談
先
の
周
知
は

免
許
返
納
後
ど
う
し
よ
う
…

低
所
得
者
の
暮
ら
し
を
守
れ
！
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当
町
に
お
け
る
水
害
対
策
は
。

近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の

激
甚
化
等
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年

度
に
防
災
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
各
世
帯
に

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
が
管
理

す
る
準
用
河
川
等
に
つ
い
て
は
、
毎
年
継

続
的
に
堆
積
土
砂
の
撤
去
や
護
岸
の
補
修

等
を
行
い
、
河
川
断
面
の
確
保
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
発
災
の
際
に
は
、
各
河
川
管
理

者
へ
リ
エ
ゾ
ン
（
※
１
）
の
派
遣
や
排
水

ポ
ン
プ
車
の
出
動
依
頼
な
ど
を
行
う
と
と

も
に
、
町
消
防
団
も
含
め
関
係
機
関
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い

り
ま
す
。

通
学
バ
ス
無
料
利
用
対
象
外
児
童

へ
の
通
学
支
援
の
考
え
方
は

通
学
路
の
道
路
改
良
や
道
路
施
設
の

安
全
対
策
を
実
施
し
安
全
に
通
学
で

き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
（
※
２
）

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

国
が
取
り
組
ん
で
き
た
特
別
支
援

教
育
の
方
針
に
沿
っ
て
、長
い
間
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
参

り
ま
し
た
。

現
在
進
め
て
い
る
特
別
支
援
教
育
を
一

層
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
よ
い

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
へ
の
段
階
的
な
移

行
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
状
況
は

問
河
川
環
境
美
化
に
よ
り
災
害
リ
ス
ク
を

最
小
化
す
る
考
え
は

�

（
※
１
）災
害
状
況
の
収
集
や
支
援
ニ
ー
ズ
等
の

情
報
共
有
を
図
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る

職
員

�

（
※
２
）す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
環
境
で

一
緒
に
学
ぶ
教
育
。

物
価
高
に
よ
る
生
産
資
材
や
光
熱

費
の
高
騰
で
、
農
畜
産
業
に
従
事

す
る
方
々
の
生
産
意
欲
が
奪
わ
れ
て
い
ま

す
。
十
年
後
を
見
据
え
た
地
域
計
画
策
定

に
あ
た
っ
て
、
町
と
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

集
落
農
業
を
基
盤
と
す
る
本
町
に

お
い
て
は
、
目
指
し
た
い
集
落
農

業
の
あ
り
方
を
、
町
、
農
業
者
、
地
域
住

民
が
共
有
し
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め

に
、
地
域
計
画
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
町
農
業
の
主
体
で
あ
る
稲
作
経
営
を
柱

に
、
多
面
的
機
能
を
将
来
に
わ
た
り
、
安

定
的
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う

方
針
の
元
、
「
集
落
の
農
地
は
集
落
で
守

る
」
を
基
本
に
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。農

畜
産
業
へ
の
支
援
策
と
、
新
規

就
農
者
の
拡
大
策
を
示
せ

現
場
の
生
の
声
を
聞
き
、
国
・
県
・

農
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す農

畜
産
業
を
取
り
巻
く
現
状
を
打

開
し
、
持
続
的
な
産
業
と
す
る
た

め
の
支
援
策
を
示
せ
。
ま
た
、
親
元
就
農

か
ら
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
新
規
就
農
者

を
拡
大
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
示
せ
。

国
・
県
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た

サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
強
化
し
、指
導・

助
言
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
若
手
農
業
者
を
中
心
と
し
た
「
次

世
代
農
業
者
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現
場
の

生
の
声
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
生
か

し
、
新
技
術
の
導
入
、
気
候
変
動
に
対
応

し
た
品
種
更
新
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
の

育
成
・
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
農
業
者
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
２
０
５
０
年
に
向
け
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

策
を
示
せ

問
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
の
今
後
の

展
望
は

問
中
学
生
の
部
活
動
の
広
域
支
援
を

「
集
落
の
農
地
は
集
落
で
守
る
」
を

基
本
に
策
定
を
進
め
ま
す

河
川
管
理
者
で
あ
る
国
や
県
、
消
防
署
な
ど

関
係
機
関
と
情
報
共
有
し
対
応
し
て
い
き
ま
す

問

問問

答

答

答

小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員   

新規就農により作
付されたシャイン
マスカットの苗木

2015 年に氾濫した宮川と
浸水した細工名地区

問答

町
と
し
て
掲
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は

地
域
計
画
策
定
に
向
け
て

水
害
対
策
の
考
え
方
は

異
常
気
象
‼
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議会の見える化の
ために

福島県町村議会議長会主催広報研修会

町を離れても故郷を想う
会津坂下会総会に参加しました

し
ば
ら
く
は
、
現
状
の
教
育
施
設
を

維
持
す
る
考
え
で
す

平
成
29
年
か
ら
出
生
数
の
下
降
・

減
少
が
続
き
、令
和
５
年
度
に
は
、

41
人
と
未
来
に
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て

い
る
。
統
合
に
よ
っ
て
切
磋
琢
磨
と
す
こ

や
か
な
成
長
と
喜
び
・
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
づ
く
り
が
必

要
だ
と
思
う
が
、
後
期
振
興
計
画
に
入
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
校
運
営
や
施
設
等
の
諸
問
題
も

多
く
あ
り
平
成
25
年
に
統
合
し
、

11
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
慣

れ
親
し
ん
だ
教
育
環
境
で
学
習
し
て
お
り

ま
す
。

統
合
の
検
討
を
始
め
る
に
は
、
複
式
学

級
・
ク
ラ
ス
替
え
が
出
来
な
い
規
模
と
い

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
移
住
定
住
施
策
に
よ
る
効
果
と

人
口
動
態
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
域
の

将
来
像
を
全
体
的
に
構
想
し
て
参
り
ま
す
。

子
育
て
中
の
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
も
、
政
策
形
成
、

各
種
施
策
の
取
り
組
み
の
転
換
が
重
要
と

考
え
ら
れ
る
。

　
「
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
移
行
し
、
幼
児

教
育
を
一
体
化
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

令
和
７
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
「
第
３
期
会
津
坂
下

町
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策

定
中
で
あ
り
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
負
担
軽
減

を
含
め
た
安
心

し
て
健
や
か
に

子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環

境
整
備
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
若
者
移
住
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
は

問
旧
越
後
街
道
・
北
裏
通
り
の
整
備
の
方

向
性
は

問

問

答

答

酒
さか

井
い

　育
いく

子
こ

 議員

学ぶ

6 月 2日（日）に東京都千代田区にある「主
婦会館プラザエフ」において総会が開催さ
れ、５年ぶりに議会として参加してきまし
た。総勢 75 名で、終始和やかな雰囲気で
盛大に行われました。
最後には全員で会津磐梯山が流れる中、
会場一杯に広
がって盆踊り
を踊り、幕を
閉じました。

　７月２日（火）、
福島市のとうほう・
みんなの文化セン
ターで広報研修会
が開催されまし
た。
　読んでもらえる、分かりやすい「議会だよ
り」を作るには、読者を引きつける見出しや
写真が大切であることを勉強してきました。
これからも、議会の見える化と住民の方々

との信頼関係をつくっていくため、研修会
で学んだことを
「議会だより」
に活かしていき
ます。

小
学
校
統
合
の
考
え
は

超
少
子
化
！
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議会の動き
　
　
　
旧
庁
舎
跡
地
を
利
用
し
た
庁
舎

議
会
と
し
て
改
め
て
新
庁
舎
の
場
所

の
争
点
を
探
る
べ
く
、
５
月
20
日
、
庁

舎
を
同
じ
場
所
に
建
て
替
え
た
、
三
春

町
と
塙
町
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

滝
桜
で
有
名
な
三
春
町
、
人
口
も
１

万
６
千
人
程
度
で
会
津
坂
下
町
と
同
規

模
で
す
。

新
庁
舎
は
令
和
３
年
３
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
総
工
費
は
18
億
円
で
あ
り
、

町
の
防
災
拠
点
と
し
て
機
能
的
で
誰
も

が
利
用
し
や
す
く
、
働
き
や
す
い
庁
舎

で
し
た
。
特
に
町
の
身
の
丈
に
合
っ
た

コ
ス
ト
削
減
に
配
慮
し
た
庁
舎
と
言
え

ま
す
。

ま
た
、
議
場
は
多
目
的
に
利
用
す
る

た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
で
開
放
的
な
造
り
で

し
た
。

５
月
７
日
に
開
庁
し
た
ば
か
り
の
県

内
で
最
も
新
し
い
庁
舎
で
す
。

浸
水
想
定
区
域
に
位
置
し
て
い
ま
す

が
、
隣
接
し
て
町
防
災
セ
ン
タ
ー
や
、

農
村
勤
労
福
祉
会
館
が
あ
る
た
め
、
庁

舎
施
設
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
選
定
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
総
額
18
億
円
程
度
で

す
が
立
派
な
庁
舎
で
し
た
。

議
場
は
議
会
時
の
み
利
用
す
る
そ
う

で
す
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
は
４
月
５
日

の
初
議
会
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
30
日
に
赤
城
議
長
か
ら
、
横
山

委
員
長
、
佐
藤
副
委
員
長
に
議
会
改
革

に
関
す
る
諮
問
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

（
内
容
は
下
段
）

５
月
27
日
に
行
わ
れ
た
委
員
会
で
は
、

議
員
報
酬
の
改
定
が
必
要
な
理
由
と
し

て
、
全
国
的
に
町
村
議
会
議
員
の
な
り

手
が
不
足
し
て
い
る
事
、
ま
た
、
議
員

活
動
は
町
民
を
代
表
し
そ
の
意
志
を
町

政
に
反
映
す
る
事
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
課
題
も
多
岐
に
亘
っ
て
い
る

近
年
、
議
員
一
人
当
た
り
の
負
荷
は
増

加
し
て
い
る
事
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

議
員
報
酬
を
取
り
巻
く
現
状

・
全
国
的
に
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

・
会
津
坂
下
町
の
議
員
報
酬
は
平
成
９

年
以
降
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。

適
切
な
議
員
報
酬
、
議
会
運
営
お
よ

び
議
員
の
資
質
向
上
に
関
す
る
検
討
す

べ
き
諸
課
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
し

て
い
き
ま
す
。

議
長
か
ら
の
諮
問
内
容

１
．
令
和
６
年
１
月
24
日
付
の
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
答
申
に
つ
い
て
の

町
長
報
告
書
に
お
け
る
議
会
議
員

報
酬
に
係
る
報
告
内
容
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
な
ら
び
に
協
議
及
び

意
見
集
約

２
．
議
会
運
営
及
び
議
員
の
資
質
向
上

に
関
す
る
検
討
す
べ
き
諸
課
題
に

つ
い
て
の
抽
出
列
挙

答
申
期
限　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会

　
　
　
　
　
最
終
日

　
　
　
郊
外
に
場
所
を
移
し
た
庁
舎

今
後
、
場
所
を
変
え
て
建
設
し
た
、

会
津
美
里
町
庁
舎
と
旧
庁
舎
跡
地
を
見

学
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
調
査
研
究

す
る
予
定
で
す
。

新
庁
舎
建
設
の
議
論
を
深
め
る
た
め
に

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
　

議
会
・
議
員
の
変
革
を
求
め
て

議
会
改
革
特
別
委
員
会
　

  

三
春
町
役
場
庁
舎

  

塙
町
役
場
庁
舎

諮
問
と
は
…

意
見
を
聴
く
事
。
聞
か
れ
た
委
員
会

は
調
査
を
行
い
、
議
論
を
経
て
意
見

を
答
申
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

議長より諮問書が渡されました

第
１
弾

第
２
弾



編
集
後
記

近
年
、猛
暑
・
大
雨
・
洪
水
・

竜
巻
等
、
世
界
中
か
ら
多
く
の

異
常
気
象
の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き

ま
す
。

日
本
で
も
、
記
録
的
な
大
雨

や
洪
水
が
続
い
た
と
思
え
ば
、

今
度
は
40
度
に
迫
る
よ
う
な
熱

波
、
猛
暑
…
。
過
去
の
経
験
か

ら
大
き
く
外
れ
た
現
象
が
起
き
、

国
内
全
て
の
産
業
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

こ
の
異
常
気
象
の
中
で
我
々

は
時
代
・
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
力
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

議
会
と
町
が
両
輪
と
な
り
、

様
々
な
時
代
・
環
境
に
応
じ
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
邁

進
し
て
参
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
声
を
聴
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

（
目
黒
克
博
）

広
報
広
聴
特
別
委
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会
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五
十
嵐
孝
子

　
　
委
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物
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政
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みんなのひろば

「楽しみながら上達」を目指して、これからも皆さんと頑張っていきたいです！
（オカリナ教室講師　伊賀美樹さん）

金上コミュニティセンターで月曜日（中級ク
ラス）と木曜日（初級クラス）に活動しています。

オカリナは土で作られた、優しく温かみのあ
る素朴な音色の楽器です。息を吹き込めばすぐ
に音が出るので、始めやすい楽器だと思います。

メンバーの皆さんと懐かしい昭和歌謡曲や唱
歌、季節の童謡などを練習しています。

楽譜が読めない、楽器をやったことが無いと
ころから始められた方もおります。

音符を読み、リズムを考え、オカリナの指運
びを考えて、とてもいい脳トレになっています。

今までは聞いて楽しんでいた音楽が、自分で
演奏ができるようになる喜びはひとしおです。

少し難しい曲もメンバーの皆さんと励まし合
いながら、和気あいあいと楽しい音楽の時間を
過ごしています。

金上コミセン

「楽しみながら上達」を
目指して…

オカリナ教室

今回は目黒副委員長が取材しました。
皆さんもオカリナ教室でほのぼのとした
「癒

いや

しの時間」を味わってみませんか？
今後もばんげの「いい顔」を見つけに
広報広聴委員が伺います！

ばんげの「いい顔」みぃつけた！


